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利根沼田地域の観光農業PRイベントの取組

令和６年10月
利根沼田農業事務所

１ 目的
利根沼田地域は自然環境に恵まれるとともに、関越自動車道な

ど交通網も整備されていることから、リンゴ、ブドウなど観光果
樹園が全域で営まれています。
こうした観光果樹園などの情報を広く知ってもらうため、令和

５年度より観光農業をPRするイベントを開催しています。
また、女性農業者組織の活動支援として、地場産農産物を使っ

た調理品の販売や女性農業者組織の活動をPRしました。

２ 取組内容
■今年度の開催日・開催場所
・令和６年９月15日（日) 赤城高原サービスエリア（下り線）

■観光農業と有機農業推進ＰＲ
・利根沼田管内５市町村の観光農園等のパンフレットの配布
・観光農業に関するアンケート調査（県内外322名回答）
（アンケート回答者に対してブドウ、リンゴの試食配布）

・有機農産物に関するアンケートをFormsで実施(94名回答）
（アンケート回答者に対して有機こんにゃくの試食配布）

■女性農業者組織の活動支援（TNしありー’S）※

・現地で地場産野菜等を使ったおやき（４種類）を販売

３ 課題と今後の方向
観光農業に関するアンケート調査結果をもとに、利根沼田地域

の魅力や課題を分析し、より効果的なイベントや観光農業の各種
情報を発信するための新たな施策を関係機関等と協力し、検討し
てまいります。また、有機農産物に関する調査結果では、販売場
所がわからない、有機農産物を認知していないなどの課題が判明
しましたので、SNS等を活用して魅力を発信していきます。

Q4.利根沼田地域の観光農業のイメージ・魅力は何ですか(最大2）

１位が「自然豊か」、２位が「果樹が盛ん」と回答しており、その
中でも県外の回答に「こんにゃく生産が盛ん」が多く、こんにゃく
産地であることが広く認知されていました。

シールアンケートの様子
ＴＮしありー’Ｓによる
おやきの販売※TNしありー‘Ｓは「利根沼田・しあわせ・あつまり・りそうの会」を意味する女性農業者団体
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